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そ選定すると共に，電顕観察の参考とした。なお電子顕微鏡は ]EM-T5 (日本電子製，分解能20A) を使
用し， }JU速電圧60KV，直接倍率2 ， 000--20 ， 000倍で観察した。その結果は以下のごとくである。
1) エナメル質ばエナメノレ小柱の集合体で小柱は一定方向に敏密に配列した結品によって構成きれてい


























晶は圧属された六角柱を示し，その断面は，長径50--130 mμ，短径50-80 mμ， 長さは長いもので500-
1, 000 mμ に及ぶものもあること，さらに結晶の中心にその長軸に沿って， 円形または楕円形の電子密度
の低い構造が存在する乙となどを指摘している。
ついで，乙のエナメル質に師蝕病変が惹起されると，その初期変化として， 結晶の崩壊と配列の乱れが
認められ，結晶の崩壊は，はじめ結品の長軸に対して直角に，ついで長軸に沿って走り， 時期が進むと結
品片は溶解して頼粒状となる。そして細菌は，乙のように変質したエナメル質の小柱を侵襲する口他方，
結品がある程度崩壊して小さくなると，結品片の周囲に， 電子密度のあまりたかくない無定形物質が出現
するが，乙のものは，口腔液から有機質が浸透沈着したものであろうと推論している。 またエナメル質踊
蝕の初期病変は，小柱間隙に始まるものが最も多いが，小柱， および小柱と小柱間隙を同時に侵すものも
あるととに言及し，繭蝕病変の複雑性を示唆している。なお， エナメノレ葉はエナメル質固有の構造ではな
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く， エナメノレ質に生じた輝裂で，繭蝕発生に重要な役割を演ずるものと思われないと附記している点は，
極めて興味ある所見である。
要するに，本論文は，従来困難視されていたエナメル質を薄切し，電子顕微鏡で麟蝕による崩壊につい
て系統的に観察をすすめたもので，踊蝕病理解-明への一つの手掛りを与えたものである。従って， との業
績は，歯学の進歩発展に寄与するばかりでなく，学位論文としても充分価値あるものと思われる。
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